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　当会では、当日いただいたアンケートや、直接お聞きしたご意見を反映させることが出
来るよう関係機関とも連携し、１社でも多くの皆様に境港を利用していただけるよう取り
組んで参ります。

＜中村常務＞＜中村会長＞

　全世界のコンテナ取扱量が、直近の10年間で３倍程度に増加しているのに対し、アジア
（日本を含まず）では3.6倍とそれ以上に増加している点を紹介。世界の物流の中心が東ア
ジアに移っている例示をされ、「日本とアジア経済の繋がりは益々強まっており、定時制、速
達性、輸送頻度等から、今後RORO船のニーズが高まる。」との見通しを示されました。ま
た境港について「これからの環日本海時代において、中国・韓国・ロシアといった対岸諸国
に近く、地理的優位性がある。」と述べられました。
　参加者からは、今後の業務上参考になった、専門的かつ具体的な話であり大変有意義な
講演だった、との声が聞かれました。

　国土交通省中国地方整備局、鳥取県、境港管理組合などが中心となり、環日本海圏
航路を活用した新たな物流ルートの確立を目指し、活魚のトライアル輸送実験が行わ
れました。実験に使われた北海道産のホヤは、専用の活魚ユニットによりＪＲにて岡山
に、その後、ユニットごとトラックに載せ替えられ境港まで輸送。境港ＣＹでは、韓国の
活魚車に積み替えられて、11月27日（土）に韓国（東海）へ輸出されました。この
ルートが確立すれば、今後の活魚貿易で、境港が利用されていくことが期待されます。

概　要

　●日　時：平成22年10月28日(木)　16：00～18：30
　●場　所：大阪新阪急ホテル
　●講　演：「環日本海国際物流時代の到来」
　　　　　　日本通運株式会社 取締役常務執行役員　中村　次郎氏
　●参加者： 96名

大阪会場

～活魚ユニットによる「シーアンドレール」輸送実験実施～トピックス



　前回（第54・55号）貿易メモでご紹介したインコタームズについて、この程インコタームズ2010が公表さ
れ、来年１月１日より有効となります。変更箇所を踏まえ、概要をご紹介します。

　インコタームズ2000までは、Eグループ（出荷）、Fグループ（主要輸送費抜き）、Cグループ（主要輸送費
込）、Dグループ（到着）の4グループに分類しておりましたが、以下の通り「いかなる単数または複数の輸送手
段にも適した規則」と「海上および内陸水路輸送のための規則」の2クラスの分類となります。

　「保税」とは輸入しようとする貨物について、その関税や消費税の徴収を一時保留するという意味です。貨物
を輸入する場合には、税関の許可を受ける手続きをして、関税等を納めなければなりませんが、それまでの間、
輸入する貨物を一時的に置いたり、保管する施設が必要です。また、外国から到着した貨物について輸入の許
可を受ける前に、商機が来るまで長期間保存したり、加工や製造、展示などを行うことができれば、商取引上便
利であり、貿易の振興や国際的な文化交流などにも役立ちます。このような目的のために設けられている地域
が「保税地域」で、税関の監督下に置かれています。その目的に応じて5つの種類があります。

①指定保税地域
　　税関手続きと荷さばきのため、だれでも自由に安く利用できるように、財務大臣が公共的な通関施設として指定した場
所（コンテナ・ヤードなど）。貨物の積み卸し、運搬、または一時（原則1ヶ月）蔵置きができる。
②保税蔵置場
　　指定保税地域の補助的な機能として、企業に対して税関長が許可した場所。従来は、一時保管のための「保税上屋（うわ
や）」と長期保管のための「保税倉庫」に分けられていたが、現在は一本化されて運用されている。貨物の蔵置期間は原則
2年。当初は、外国貨物の積み卸し、運搬または蔵置という機能が中心だったが、貨物の内容の点検、仕分け、加工、梱包な
どの業務も行うようになり、利用形態は多様化してきている。
③保税工場
　　関税未納の外国貨物を原料として加工、製造し、加工貿易を振興しようとする目的のため、税関長が許可した場所。
④保税展示場
　　国際博覧会や国際見本市など、外国貨物を展示するための会場として使用する目的のため、税関長が許可した場所。
⑤総合保税地域
　　前記②～④の保税地域が有する外国貨物の蔵置、加工、製造、展示などの各種機能を総合的に活用できる地域として、
公共性を有する法人に対して税関長が許可した場所。
　　保税地域は主として海空港地域に設置されていますが、輸入貨物を海空港から内陸部まで保税運送（※）し、仕分け、通
関、保管などの業務を行うことのできる保税地域が「インランド・デポ」です。海空港のスペース不足への対応や、国内輸送
を効率化する物流拠点として、民間企業などによって運営されています。

※保税運送・・・輸入貨物の流通の円滑化を図るため、海港、税関空港、保税地域、税関官署などの間を外国貨物のまま、
　　　　　　つまり関税を課さないで運送できる制度。

貿易メモ

保税地域とは保税地域とは

インコタームズ2010の概要インコタームズ2010の概要

保税地域の種類

ＥＷＸ Ex Works 工場渡
ＦＣＡ Free Carrier 運送人渡
ＣＰＴ Carriage Paid To 輸送費込
ＣＩＰ Carriage and Insurance Paid To 輸送費保険料込
ＤＡＴ Delivered At Terminal ターミナル持込渡
ＤＡＰ Delivered At Place 仕向地持込渡
ＤＤＰ Delivered Duty Paid 関税込持込渡
ＦＡＳ Free Alongside Ship 船側渡
ＦＯＢ Free On Board 本船渡
ＣＦＲ Cost And Freight 運賃込
ＣＩＦ Cost Insurance And Freight 運賃保険料込

１）いかなる単数または
　　複数の輸送手段にも
　　適した規則

2）海上および内陸水路輸送の
　　ための規則
（Rules for Sea and
　Inland Waterway
　Transport）

（Rules for Any Mode
　of Transport）

インコタームズ2000の4グループから2クラスの分類へ



境港定期船運航表境港定期船運航表
境港に寄港している定期船のスケジュール

（2010年12月）
【 中国コンテナ航路 】　週2便　（毎週月・木曜日　境港寄港）

月

木

上 海－境 港－金 沢－新 潟－富 山－小 樽－上 海

（ 金 ）　（ 月 ）　（ 火 ）　（ 水 ）　（ 木 ）　（ 土 ）　（ 金 ）

青島－大連－舞鶴－新潟－富山－金沢－境港－青島－大連

（火）　（水）　（土）　（月）　（火）　（水）　（木）　（火）　（水）　

上海から  3 日

上海まで 11 日

大連から 8 日

大連まで 6 日

青島から 9 日

青島まで 5 日

輸入

輸出

輸入

輸出

船　社

ツネイシホールディングス（株）
神原汽船カンパニー

代理店

境港海陸運送（株）

【 環日本海圏航路 】　週1便（毎週金曜日入港　土曜日出港）
金
・
日

東 海 －  ウ ラ ジ オ ス ト ク－  東 海 － 境 港  

  (日)(月) （火）（水） (木) (金)(土)

東海から 15 時間

東海まで 14 時間

ウラジオストクから 2 日

ウラジオストクまで 3 日

輸入

輸出

【 韓国コンテナ航路 】　週3便　（毎週火（2便）・木曜日　境港寄港）

釜山から 4 日

釜山から 2 日

釜山まで 1 日

釜山まで 1 日

輸入

輸出

輸入

輸出

釜山から 2 日

釜山まで 5 日

輸入

輸出

木

火

火
釜山－境港－富山－直江津－金沢－釜山－光陽－天津－大連

(日 )　 (火 )　 (水 )　  (木 )　  (金 )　 (日 )　 (月 )　 (木 )　 (金 )

釜山－秋田－酒田－金沢－境港－釜山

釜山－金沢－境港－釜山

(日 )　 (月 )　 (火 )　 (水 )　 (木 )　 (金 )

(日 )　 (月 )　 (火 )　 (水 )　

船　社
高麗海運（株）

代理店
境港海陸運送（株）

船　社
興亜海運（株）
代理店

（株）上組 境港支店

船　社
DBSクルーズフェリー（株）

代理店
（株）上組境港支店

［フィーダーサービス］　大連－連雲港（木曜日境港寄港）　上海－福州・厦門・天津新港（月曜日境港寄港)

釜山トランシップにより中国各港・東南アジア・ヨーロッパなど世界各地に接続しています。詳しくは各代理店までお問い合わせください。

〈2010年11月28日～2011年3月27日まで冬季スケジュールとなります。〉

問合せ先

中国航路 境港代理店：境港海陸運送（株）　 TEL（0859）42－2126　http://www.sakaiminato.com/hp/kairiku/

韓国航路 ●火・木曜日寄港
境港代理店：境港海陸運送（株）　 TEL（0859）42－2126　http://www.sakaiminato.com/hp/kairiku/
●火曜日寄港
境港代理店：（株）上組 境港支店　TEL（0859）45－8707　http://www.kamigumi.co.jp/
貨物集荷代理店：（株）ニューウェーブインターナショナル　TEL（0859）38－1150

具体的な見積り等についての問合せ先 ～通関からお手元までトータルなサービスを提供する地元企業～

企　業　名 業　　務 連　絡　先

境港海陸運送株式会社
（ツネイシHD（株）神原汽船カンパニー、高麗海運（株）代理店）

株式会社 上組 境港支店
（興亜海運（株）、DBSクルーズフェリージャパン（株）代理店）

株式会社 ミック 山陰支店 米子営業所

荷役　通関　保管　運送 TEL（0859）42－2126

TEL（0859）45－8707

TEL（0859）37－6771

FAX（0859）47－0088

FAX（0859）45－7182

FAX（0859）37－6772

荷役　通関　保管　運送

通関　保管　運送

株式会社 ニューウェーブ インターナショナル TEL（0859）38－1150 FAX（0859）38－1157貨物集荷代理店

関係機関が相互に連携して、いろいろなご相談に応じます
機　関　名 主　な　業　務 連　絡　先

境港貿易振興会

（株）さかいみなと貿易センター

ジェトロ貿易相談デスク

ポートセールス TEL（0859）47－3905

TEL（0859）47－3900

TEL（0859）45－2203

FAX（0859）47－3906

FAX（0859）47－3906

FAX（0859）47－3906

貿易サポート

境港管理組合 TEL（0859）42－3705 FAX（0859）42－3735港湾施設管理

貿易実務・海外情報の提供

環日本海圏航路 ●金曜日入港・土曜日出港
境港代理店：（株）上組 境港支店　TEL (0859)-45-8707　http://www.kamigumi.co.jp/

※ツネイシホールディングス(株)の分社化に伴い、2011年1月4日より神原汽船(株)となります。

※


